
地
域
差
を
見
極
め
る
視
点
は
、
や
が
て
そ
の
歴
史
を
問
う
こ
と
な
る
。
今

日
の
模
様
は
、
絶
え
間
の
な
い
近
隣
方
言
同
士
の
接
触
、
地
方
と
中
央
の
方

言
の
直
接
・
間
接
の
交
渉
の
結
果
で
あ
る
。
長
い
歴
史
と
し
て
は
、
京
都
語

を
中
心
と
す
る
歴
史
（
国
語
史
）
が
各
地
に
波
及
し
、
地
域
的
な
変
容
や
独

自
の
展
開
を
交
え
た
も
の
が
地
理
的
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま

と
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
全
国
規
模
の
Ｑ
こ
を
資
料
と
し
て
こ
の
点
を
さ
ぐ
っ

て
み
た
い
。

本
稿
で
は
、
原
因
や
理
由
の
言
い
方
（
以
下
、
理
由
と
総
称
）
に
つ
い
て

『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
（
国
立
国
語
研
究
所
編
、
以
下
Ｑ
と
）
は
、
各

地
の
方
言
文
法
を
地
図
に
表
し
た
も
の
で
、
現
在
４
巻
ま
で
公
刊
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
地
方
言
の
文
法
事
象
が
烏
撒
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
地
域
の
特
色
、
地
域
間
の
関
係
、
全
国
方
言
の
区
画
な
ど
の
研
究

て
き
た
。
地
域
の
特
色
、

に
有
用
な
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

ｌ
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
の
解
釈
Ｉ

ま
ず
、
今
日
の
分
布
か
ら
言
語
地
理
学
的
に
各
形
式
間
の
相
対
的
な
歴
史

を
推
定
し
て
み
る
。

分
布
の
様
相

Ｑ
と
の
該
当
図
の
う
ち
郵
図
「
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
～
」
を
、
簡
略

に
示
す
と
図
１
の
よ
う
で
あ
る
（
詳
細
は
原
図
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
類
似

の
表
現
図
は
、
お
図
「
だ
か
ら
（
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
）
」
刃
図
「
子
供
な

の
で
～
」
も
あ
る
が
、
関
東
地
方
中
央
で
カ
ラ
と
ノ
デ
の
分
布
が
違
う
点
を

除
け
ば
大
き
な
差
は
な
い
。
こ
の
違
い
は
続
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、

の
地
理
学
的
解
釈
を
試
み
る
。
接
続
条
件
法
の
中
の
、
い
わ
ゆ
る
必
然
確
定

の
言
い
方
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
既
に
ノ
ー
ト
風
に
記
し
た
こ
と

は
あ
る
油
）
（
以
下
、
前
稿
）
、
十
分
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
補
う
意
味
で
、

今
回
は
西
部
日
本
の
模
様
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
東
部
日
本
の
考
察
と
本
稿

を
含
め
た
総
合
は
、
続
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

｜
、
雲
』
か
ら
歴
史
を
推
定
す
る 彦

坂
佳
宣

一
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今
は
羽
図
の
文
脈
の
も
の
を
直
接
の
分
析
対
象
と
す
る
。

ま
ず
、
カ
ラ
は
東
日
本
に
広
い
の
に
対
し
、
西
日
本
で
は
や
や
散
在
し
、

他
の
形
式
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
地
域
差
は
東
西
方
言
の
形
成
の
仕
方
の
違

い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

近
畿
で
は
サ
カ
イ
類
が
広
く
、
北
陸
か
ら
山
形
県
へ
か
け
サ
カ
イ
・
ス
ケ

・
ハ
ケ
等
の
形
で
連
続
し
、
飛
ん
で
太
平
洋
側
の
青
森
県
・
岩
手
県
北
部
に

続
く
。
近
畿
か
ら
日
本
海
の
交
流
を
通
し
て
伝
播
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

近
畿
南
部
に
は
ヨ
ッ
テ
類
が
あ
り
、
秋
田
県
の
ン
テ
類
も
こ
の
変
化
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
青
森
県
津
軽
地
方
に
は
ハ
デ
類
が
あ
り
、
こ
れ
は
か
つ
て

中
世
京
都
近
辺
に
あ
っ
た
ホ
ド
（
二
）
類
と
関
連
す
る
と
さ
れ
壷

中
部
地
方
で
は
デ
が
広
く
、
近
畿
周
辺
に
も
広
域
に
点
在
し
、
近
畿
か
ら

の
放
射
が
考
え
ら
れ
る
。
山
口
県
や
鹿
児
島
県
に
も
あ
り
、
そ
の
関
連
が
問

わ
れ
る
。
静
岡
県
・
長
野
県
の
二
は
孤
立
し
て
い
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
歴
史

を
知
り
が
た
い
。

近
畿
を
除
く
西
日
本
に
は
広
く
ケ
ニ
・
ケ
ン
・
キ
ー
・
キ
ン
等
（
以
下
ケ

ン
類
）
が
広
く
展
開
す
る
。
こ
れ
に
は
諸
説
あ
っ
て
、
カ
ラ
・
カ
ラ
ー
由
来

説
、
サ
カ
イ
説
、
ケ
’
一
（
故
一
一
）
説
な
ど
が
あ
誼

九
州
で
は
、
東
部
に
カ
ラ
類
が
あ
り
、
大
分
県
の
キ
イ
は
カ
ラ
類
に
後
で

割
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
西
北
部
に
は
セ
ン
も
あ
る
。

琉
球
の
宮
古
・
八
重
山
の
～
リ
ャ
ー
は
〈
已
然
形
十
（
〉
で
、
類
例
は
岩

手
・
山
梨
・
広
島
の
各
県
山
間
部
に
あ
る
。
沖
縄
諸
島
の
ク
ト
ゥ
（
コ
ト
）

・
ム
ン
（
モ
ノ
）
、
五
島
列
島
の
モ
ン
ノ
は
形
式
体
言
が
条
件
法
を
構
成
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
図
１
で
は
省
か
れ
た
所
が
あ
る
。

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

歴
史
的
解
釈

言
語
地
理
学
で
は
、
偶
然
の
一
致
や
規
則
的
変
化
の
結
果
を
除
け
ば
、
中

央
（
国
語
史
の
根
幹
を
に
な
っ
た
奈
良
・
京
都
の
方
言
、
近
世
以
降
は
江
戸

・
東
京
、
狭
く
は
各
地
の
中
心
も
）
か
ら
遠
い
も
の
ほ
ど
古
く
、
近
い
も
の

は
新
し
い
と
い
う
周
圏
論
的
な
考
え
、
ま
た
近
隣
同
士
の
語
形
は
歴
史
的
に

関
連
が
深
い
、
孤
立
し
て
い
る
も
の
は
独
自
の
発
達
も
考
え
ら
れ
る
な
ど
の

原
則
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
歴
史
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
よ
う
に
推

定
さ
れ
よ
う
。

ま
ず
、
古
く
は
沖
縄
や
本
州
山
間
部
に
点
在
す
る
〈
已
然
形
十
（
〉
が
理

由
を
表
す
形
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
各
地
で
カ
ラ
・
デ
そ
の
他
が
生
じ
て

〈
已
然
形
十
（
〉
は
ほ
と
ん
ど
淘
汰
さ
れ
た
。
二
も
恐
ら
く
カ
ラ
と
デ
の
間

の
時
期
の
も
の
で
、
各
地
に
あ
っ
た
が
消
滅
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

デ
は
近
畿
か
ら
同
心
円
状
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
〈
已
然
形
十

（
〉
・
カ
ラ
等
の
後
に
近
畿
か
ら
各
地
に
広
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
、
近
畿
で
は
サ
カ
イ
類
が
生
じ
各
地
に
伝
播
し
た
。
狭
い
分
布
地
域
の
ヨ

ッ
テ
類
・
東
北
日
本
海
側
の
ホ
ド
・
ヨ
ッ
テ
類
は
、
後
述
す
る
国
語
史
の
知

見
を
加
え
れ
ば
、
サ
カ
イ
類
が
隆
盛
す
る
前
に
近
畿
で
盛
ん
で
あ
り
、
カ
ラ

・
デ
と
サ
カ
イ
類
と
の
中
間
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
地
方
以
西
の
ケ
ン
類
の
素
性
は
よ
く
分
か
ら
な
噛
カ
ラ
類
と
す
れ

ば
、
近
畿
を
挟
ん
で
東
西
に
均
等
な
周
圏
分
布
が
現
れ
て
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い

が
、
疑
問
も
多
い
。
カ
ラ
も
東
西
の
そ
の
関
係
な
ど
が
問
題
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
西
部
日
本
で
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
点
が

特
に
問
題
に
な
り
、
史
的
解
釈
は
そ
れ
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。

一
一
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分
布
解
釈
の
他
に
、
過
去
の
方
言
文
献
か
ら
直
接
そ
の
歴
史
を
考
え
て
い

く
方
法
が
あ
る
。
従
来
多
く
の
成
果
が
あ
る
国
語
史
研
究
は
、
文
献
に
よ
る

中
央
方
言
の
研
究
で
あ
る
。
地
方
語
の
場
合
、
文
献
自
体
の
少
な
さ
が
障
害

と
な
る
が
、
い
く
ら
か
手
が
か
り
は
あ
る
と
思
う
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
中
央
語
と
し
て
日
本
語
史
の
軸
と
な
っ
た
、
京
都
方
言

を
中
心
と
す
る
国
語
史
で
の
理
由
の
言
い
方
の
あ
ら
ま
し
を
整
理
し
、
次
に

地
方
的
な
文
献
を
検
討
す
る
。

近
畿
中
央
部
の
模
様

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
国
語
史
研
究
は
山
口
堯
二
・
小
林
千
草
・
小

林
賢
次
な
ど
各
氏
の
も
の
が
参
考
に
な
甜
』

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
通
時
的
に
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
よ
う
。
上

代
か
ら
中
古
に
か
け
て
、
順
接
を
示
す
〈
已
然
形
十
（
〉
の
う
ち
必
然
確
定

・
近
畿
か
ら
や
や
離
れ
た
地
域
に
広
く
あ
る
ケ
ン
類
を
ど
う
考
え
る

か
。

・
東
日
本
の
カ
ラ
と
西
日
本
に
散
在
す
る
カ
ラ
は
同
じ
も
の
か
。

・
中
部
・
近
畿
の
デ
と
九
州
南
部
の
デ
の
関
係
は
ど
う
か
。

・
中
部
の
一
部
に
孤
立
し
た
二
を
ど
う
見
る
か
。

ま
た
、
右
の
諸
点
の
考
案
に
は
、
単
に
史
的
な
由
来
を
問
う
だ
け
で
な
く
、

各
地
域
で
消
え
て
し
ま
っ
た
も
の
を
含
め
た
形
式
間
の
重
層
的
な
変
化
を
推

測
す
る
形
で
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

｜
｜
、
過
去
の
方
言
文
献
の
検
討

の
用
法
が
あ
り
、
ま
た
格
助
詞
か
ら
転
じ
た
ヲ
・
ニ
も
あ
っ
た
。
中
古
末
か

ら
中
世
に
は
形
式
体
言
ア
イ
ダ
・
ホ
ド
・
マ
マ
・
カ
ラ
等
に
助
詞
二
・
デ
を

付
加
し
た
分
析
的
形
式
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
理
由
表
現
を
担
当
す
る
よ
う

に
な
る
。
ま
た
、
二
・
ヲ
な
ど
は
順
接
・
逆
接
を
ふ
く
む
広
い
条
件
法
で
あ

り
、
他
の
も
の
は
ほ
ぼ
順
接
の
条
件
法
で
あ
る
が
、
全
体
に
文
脈
に
依
存
し

て
理
由
の
表
現
が
な
さ
れ
る
傾
向
か
ら
専
一
に
理
由
の
表
現
を
表
す
よ
う
に

な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
形
式
動
詞
ヨ
ッ
テ
も
こ
れ
に
参
加
す
る
。

や
が
て
サ
カ
イ
類
も
こ
れ
に
加
わ
る
。

中
世
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
は
、
そ
の
表
現
性
の
分
担
を
変
化
さ
せ
な

が
ら
、
ホ
ド
ニ
・
ヨ
ッ
テ
類
か
ら
段
々
サ
カ
イ
類
が
増
加
し
だ
す
。
こ
の
点

は
小
林
千
草
氏
の
研
究
に
く
わ
し
随

以
上
の
既
存
研
究
の
他
に
、
こ
こ
で
は
室
町
末
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る
直

接
的
な
記
述
の
一
例
と
し
て
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
（
土
井
忠
生

訳
に
よ
る
）
も
参
照
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
時
期
は
各
地
方
言
の
諸
形
式
と

か
な
り
関
係
深
い
も
の
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

前
節
の
問
題
点
に
か
か
わ
る
も
の
を
中
心
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
で

あ
る
。～

デ
ゴ
ザ
レ
バ
・
二
・
ト
コ
ロ
デ
、
ヨ
ッ
テ
・
ホ
ド
等
が
理
由
の
表
現
に

使
用
さ
れ
る
形
式
と
し
て
あ
り
（
四
・
獅
頁
等
）
、
カ
ラ
は
格
助
詞
の
用
法

が
多
い
が
、
そ
の
中
に
「
往
々
ヲ
の
代
り
に
ヨ
リ
・
カ
ラ
を
用
ゐ
る
が
、
余

り
正
し
い
言
ひ
方
で
は
な
い
」
と
し
て
「
橋
か
ら
渡
っ
た
／
町
か
ら
行
っ
た

／
船
か
ら
参
っ
た
」
等
が
あ
り
応
頁
他
）
、
「
（
主
格
が
）
受
動
動
詞
の
動

作
者
を
示
す
奪
格
の
や
う
な
も
の
」
と
し
て
「
お
二
人
か
ら
申
さ
る
る
は
」 四



（
池
頁
）
、
「
正
に
何
々
だ
か
ら
、
た
と
ひ
何
々
だ
と
し
た
ら
」
の
意
で
「
ご

存
じ
な
い
か
ら
さ
や
う
に
仰
せ
ら
る
る
」
「
参
る
か
ら
は
何
な
り
と
も
」
を

あ
げ
る
（
郵
頁
）
。
「
正
に
何
々
だ
か
ら
」
は
理
由
の
接
続
助
詞
で
あ
る
が
、

し
か
し
こ
の
用
法
は
十
分
発
達
し
て
い
な
い
様
で
あ
る
。

サ
カ
イ
類
は
、
直
説
法
と
接
続
法
の
両
方
が
あ
げ
ら
れ
、
接
続
法
で
は
「
読

ま
う
と
は
し
な
い
か
ら
」
の
意
味
で
接
続
助
詞
と
し
て
の
「
読
む
ま
い
さ
か

ひ
に
」
等
の
例
が
あ
る
。
ま
た
、
「
読
む
ま
い
に
」
も
並
記
さ
れ
、
二
も
理

由
の
接
続
助
詞
と
し
て
い
る
。

ケ
ン
類
に
か
か
わ
る
記
述
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
『
日
葡
辞
書
』
（
邦

訳
に
よ
る
）
に
「
ケ
（
故
）
」
は
体
言
と
し
て
出
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
央
語
史
の
時
間
軸
に
お
け
る
様
相
が
、
や
が
て
各
地
の
方
言

に
強
く
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
期
各
地
の
方
言
文
献
か
ら

従
来
の
地
理
学
的
研
究
は
、
研
究
の
深
化
し
て
い
る
国
語
史
（
中
央
語
史
）

の
時
間
軸
と
今
日
的
な
分
布
の
空
間
軸
と
の
十
文
字
的
な
対
比
に
限
ら
れ
た

う
ら
み
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
出
来
る
だ
け
各
地
の
方
言
文
献
も
加
え
て
、
時
間
・
空
間
と

も
複
数
軸
に
よ
る
解
釈
の
手
だ
て
を
取
り
た
い
。
現
実
に
は
各
地
の
文
献
は

点
在
す
る
の
み
、
そ
れ
も
近
世
後
期
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
い
く
ら
か

は
過
去
の
分
布
軸
を
重
ね
た
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

（
１
）
伊
勢
地
方

か
さ
づ
け

伊
勢
冠
付
雑
俳
こ
の
地
域
に
は
近
世
中
・
後
期
の
資
料
と
し
て
、
『
未

刊
雑
俳
資
性
に
宝
暦
頃
か
ら
文
化
期
に
か
け
て
駕
ほ
ど
の
伊
勢
冠
付
雑

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

俳
が
あ
る
。
宇
治
山
田
や
松
坂
な
ど
の
近
隣
同
好
者
が
参
集
し
て
、
選
句
を

経
て
多
く
は
一
枚
刷
の
形
で
配
布
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
そ
の
表
現
は
、
非

常
に
卑
近
で
方
言
資
料
と
な
る
。

理
由
表
現
に
は
、
ま
ず
、
デ
が
最
も
多
く
、
釦
例
ほ
ど
の
例
が
あ
り
、
Ｑ
ど

の
模
様
と
よ
く
共
通
す
る
。

○
ひ
ょ
ん
な
道
来
た
で
百
姓
に
呵
ら
れ
た
享
保
一
二
・
一
三
『
二

重
袋
』
汐
・
皿
・
靴

○
義
経
蝦
夷
へ
渡
り
玉
ひ
飛
（
し
や
る
で
天
狗
ジ
ヤ
ト
い
ふ
文
化

元
年
か
『
伊
勢
冠
付
集
』
あ
・
皿
・
媚

早
い
の
は
享
保
期
の
例
で
、
少
な
く
と
も
近
世
前
期
末
に
は
デ
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
順
接
で
理
由
の
表
現
を
表
わ
し
、
文
中
に
あ
っ
て
、
帰
結
句

を
と
る
形
が
多
い
。

次
に
二
も
あ
り
、
こ
れ
は
順
接
・
逆
接
の
両
方
に
使
わ
れ
る
。
ま
ず
、
順

接
で
理
由
の
意
味
の
例
が
５
，
６
例
見
え
る
。

○
い
や
が
ら
れ
る
人
広
い
に
来
イ
と
ま
ね
く
也
年
代
不
明
『
山

田
冠
付
』
側
・
皿
・
’

○
千
秋
万
歳
楽
だ
ま
り
ま
す
る
に
見
さ
っ
シ
ャ
レ
文
化
三
年

『
山
田
冠
勝
句
寄
』
判
・
４
．
泌

次
に
、
格
助
詞
と
も
接
続
助
詞
と
も
と
れ
て
、
意
味
も
文
脈
に
依
存
す
る

度
合
い
の
強
い
例
も
あ
る
。
次
の
例
は
「
～
時
に
」
な
の
か
「
～
の
で
」
な

の
か
暖
昧
で
あ
る
。

○
唱
ほ
し
が
り
す
す
め
ら
れ
る
に
辞
儀
を
仕
ル
文
化
以
前
『
山

田
冠
勝
句
』
判
・
９
．
あ

五



逆
接
の
接
続
助
詞
の
場
合
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
こ
れ
が
多
い
。

○
色
盛
り
の
お
な
き
ヱ
公
男
じ
や
に
と
び
出
た
り
文
化
八
年
『
山

田
松
坂
冠
勝
句
集
』
刎
・
５
．
秒

○
予
レ
を
旦
那
に
せ
い
で
庖
瘡
が
有
シ
て
も
だ
ん
な
い
に
文
化

以
前
『
山
田
冠
勝
句
』
似
・
９
・
加
（
だ
ん
な
い
Ⅱ
構
わ
な
い
）

二
は
格
助
詞
か
ら
接
続
助
詞
へ
と
変
化
し
た
が
、
右
の
「
す
す
め
ら
れ
る

に
」
の
例
の
よ
う
に
連
続
す
る
面
が
あ
る
。
文
脈
に
依
存
し
て
各
種
の
意
味

を
派
生
し
、
理
由
の
意
味
は
こ
う
し
た
も
の
が
状
況
的
に
現
わ
れ
た
傾
向
が

強
い
。
デ
も
文
脈
依
存
度
は
高
い
が
、
条
件
法
と
し
て
は
二
よ
り
用
法
の
幅

が
狭
く
、
理
由
の
意
味
は
相
対
的
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
文
中
で
条
件
法

と
な
る
デ
に
対
し
、
二
は
文
末
に
位
置
し
て
終
助
詞
的
な
用
法
を
兼
ね
る
も

の
が
多
い
・

歴
史
的
に
は
、
デ
は
ニ
テ
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
と
伊
勢
雑
俳
で
の
用
法
か

ら
も
、
二
が
古
く
デ
が
後
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
は
二
の
文
脈
依
存
度

の
高
さ
が
嫌
わ
れ
、
デ
の
相
対
的
な
理
由
表
現
の
明
示
性
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
Ｑ
と
で
は
伊
勢
に
二
は
無
い
が
、
か
っ
て
は
こ
の
地
域

で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

他
に
５
例
ほ
ど
（
二
）
ヨ
ッ
テ
が
出
る
。

○
ヲ
ダ
ラ
九
市
す
す
め
た
よ
っ
て
見
よ
と
い
ふ
文
化
二
年
『
山
田

冠
勝
句
』
岨
．
３
．
１

あ
た
ま

○
天
下
ゲ
ぬ
に
よ
っ
て
憎
ま
れ
る
文
化
一
○
年
『
山
田
冠
勝
句

集
』
刎
・
７
．
郡

ヨ
ッ
テ
は
国
語
史
で
は
中
世
中
頃
以
降
に
盛
ん
と
な
る
。
お
そ
ら
く
こ
の

頃
に
近
畿
中
央
か
ら
い
く
ら
か
伝
播
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
・
デ
に
対

し
文
体
上
の
違
い
が
予
想
さ
れ
る
が
、
雑
俳
で
見
る
限
り
は
、
特
に
そ
の
手

が
か
り
は
な
い
。
し
か
し
、
例
の
少
な
さ
や
出
自
の
地
域
性
か
ら
も
ヨ
ッ
テ

の
中
央
色
は
否
め
ず
、
文
語
的
な
い
し
共
通
語
的
な
価
値
を
帯
び
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
伊
勢
の
カ
ラ
を
見
て
お
き
た
い
。

起
点
を
表
す
格
助
詞
カ
ラ
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
注
意
さ
れ
る
。

○
五
条
の
橋
の
千
人
切
銭
が
な
い
か
ら
お
こ
っ
た
り
文
化
初
年

以
前
『
山
田
松
坂
冠
附
全
』
側
．
、
．
“

○
だ
ま
さ
れ
て
ど
ん
な
か
ら
じ
ゃ
と
し
か
ら
れ
る
文
化
元
年
以

後
か
『
伊
勢
冠
付
集
』
あ
・
叫
・
、

○
う
た
が
ひ
深
い
女
房
大
事
に
思
ふ
か
ら
と
い
ふ
年
代
未
詳

『
山
田
冠
句
』
判
・
皿
・
７

初
例
は
抽
象
的
な
起
点
と
し
て
格
助
詞
の
扱
い
が
出
来
よ
う
が
、
次
の
「
鈍

な
か
ら
」
は
起
因
の
意
味
が
強
く
、
最
後
の
例
は
文
末
に
あ
っ
て
理
由
の
接

続
助
詞
に
近
い
。
格
助
詞
か
ら
、
文
脈
的
に
理
由
を
表
す
接
続
助
詞
へ
と
転

じ
て
い
く
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
美
濃
地
方

『
美
濃
能
郷
猿
楽
狂
言
詞
章
』
こ
の
地
方
に
つ
い
て
い
く
ら
か
手
が
か

り
に
な
る
も
の
が
『
美
濃
能
郷
猿
楽
狂
言
詞
章
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
慶
長

三
年
奥
書
の
「
慶
長
三
年
狂
言
本
」
と
「
能
郷
猿
楽
狂
一
言
訶
章
」
と
が
あ
壷

こ
の
う
ち
慶
長
本
は
口
語
的
な
理
由
表
現
が
な
い
。
一
方
、
「
能
郷
猿
楽

狂
言
詞
章
」
は
く
だ
け
た
文
体
で
、
そ
れ
だ
け
に
長
い
伝
承
の
過
程
で
方
言

一
ハ



口
語
の
混
入
が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
、
基
本
は
次
の
よ
う
に
や
は
り
ホ
ド
ニ
・
ホ
ド
が
多
用
さ
れ
て
い

て
中
世
的
な
様
相
が
強
く
、
伝
承
の
元
と
な
っ
た
詞
章
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

分
か
る
。
ホ
ド
ニ
の
例
を
あ
げ
て
お
く
。

○
そ
ち
が
帰
り
が
遅
い
の
で
、
旦
那
様
が
迎
え
に
行
っ
て
こ
い
と
お
お

さ
れ
ま
し
た
程
に
、
迎
え
に
来
た
の
じ
や
わ
い
烏
帽
子
折
り

（
郊
頁
）

ホ
ド
の
例
は
省
略
し
た
が
、
ホ
ド
ニ
の
二
が
脱
落
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
引
用
例
の
よ
う
に
ノ
デ
も
複
数
例
あ
る
が
、
国
語
史
で
の
そ
の
成
立

・
一
般
化
は
近
世
中
期
以
降
と
言
わ
れ
て
い
て
、
や
は
り
伝
承
過
程
で
の
改

変
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
体
言
に
つ
く
～
サ
ニ
も
あ
る
。

○
シ
ッ
ナ
イ
茶
も
楽
く
楽
く
と
の
み
た
さ
に
、
其
れ
で
こ
う
も
う
し
ま

す
の
じ
や
に
、
其
れ
が
お
気
に
さ
わ
る
か
鐘
引
き
（
却
頁
）

さ
て
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
デ
が
次
の
よ
う
に
４
例
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ

づ
（
）
Ｏ

○
（
恵
比
須
）
己
が
先
に
入
っ
た
で
婿
じ
ゃ
わ
い
・
（
毘
沙
門
）
己
が

立
札
を
ひ
い
て
入
っ
た
で
婿
じ
や
わ
い
。
（
有
徳
人
）
ノ
ー
両
人
様

先
に
入
っ
た
で
婿
じ
や
の
。
高
札
を
ひ
い
て
参
っ
た
で
婿
じ
や
の
と

申
し
て
は
果
て
ま
す
ま
い
。
恵
比
須
毘
沙
門
（
知
頁
）

似
た
表
現
に
重
な
っ
て
出
て
い
る
が
、
『
虎
明
本
』
等
は
全
く
違
っ
た
文

体
で
、
こ
れ
を
考
え
る
と
、
時
期
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
美
濃
方
言
が
混

入
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
こ
の
デ
は
、
Ｑ
ど
の
様
相
と
も
通
い
合
う
。

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

（
３
）
中
国
地
方

こ
の
地
方
は
、
ケ
ン
類
の
問
題
が
や
っ
か
い
で
あ
る
。
過
去
の
方
言
文
献

は
乏
し
い
が
、
中
世
以
降
中
国
地
方
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
「
田
植
歌
」
（
た

だ
し
近
世
期
写
本
）
と
播
州
の
講
義
録
『
だ
い
が
く
』
を
考
え
て
み
る
。

田
植
歌
友
久
武
文
編
『
稿
本
田
植
草
脇
』
の
解
説
に
よ
れ
ば
近
世
期
を

さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
な
い
と
さ
れ
、
本
文
の
異
同
も
大
き
い
が
、
ひ
と
ま
ず

こ
れ
で
理
由
の
言
い
方
の
周
辺
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

（
９
）

ま
ず
、
山
内
洋
一
郎
氏
の
指
摘
し
た
ケ
ニ
が
１
例
あ
る
。

○
い
ね
が
よ
い
け
に
た
わ
ら
を
あ
め
や
せ
ん
と
く
（
幽
頁
）

「
せ
ん
と
く
」
の
解
は
諸
説
あ
る
が
、
ケ
ニ
が
理
由
の
表
現
で
あ
る
こ
と

は
動
か
な
い
。
校
異
を
見
て
も
同
文
が
２
つ
あ
り
、
ま
ず
確
例
と
し
て
よ
い

よ
う
で
あ
る
。

二
は
理
由
の
意
味
の
も
の
を
数
例
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
お
茶
お
参
れ
や
鞠
蹴
て
喉
の
乾
く
口
湿
頁
）

○
婿
ど
の
の
お
り
や
る
に
で
い
（
出
居
）
の
塵
を
と
れ
や
れ
（
汕
頁
）

逆
接
の
二
も
わ
ず
か
に
あ
る
。

○
寝
は
だ
惜
し
い
に
よ
あ
（
夜
明
力
）
の
烏
は
や
鳴
く
（
迦
頁
）

ホ
ド
ニ
も
２
例
ほ
ど
あ
る
。

○
え
い
や
掛
け
の
声
す
る
ほ
ど
に
は
ら
り
出
て
み
た
れ
ば

大
黒
と
夷
の
俵
積
む
声
や
れ
（
北
頁
）

カ
ラ
は
、
格
助
詞
カ
ラ
は
見
え
る
が
、
次
の
よ
う
な
接
続
助
詞
的
な
カ
ラ

は
孤
例
と
思
う
。
明
確
に
理
由
の
意
味
と
す
る
こ
と
は
ひ
か
え
る
べ
き
か
。

○
夕
夜
の
稀
人
は
お
で
い
（
お
出
居
）
か
ら
か
で
い
か
ら
か

七



お
出
居
か
ら
よ
出
居
か
ら
よ
こ
こ
に
寝
る
か
ら
よ

忍
ぶ
殿
子
が
こ
う
来
て
こ
こ
に
こ
そ
寝
た
（
如
頁
）

〈
已
然
形
十
（
〉
も
あ
る
が
、
既
に
偶
然
確
定
の
意
味
で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
ケ
ン
類
に
つ
な
が
る
ケ
ニ
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

中
世
京
都
語
で
栄
え
た
ホ
ド
ニ
も
あ
り
、
ま
た
二
も
見
え
る
。
一
応
理
由
を

表
す
の
に
近
い
カ
ラ
も
あ
る
。

問
題
は
「
田
植
歌
」
の
言
語
の
時
代
性
で
あ
る
。
原
初
は
中
世
以
前
で
あ

ろ
う
が
、
反
映
す
る
方
言
の
時
代
は
近
世
前
・
中
期
と
見
る
の
が
無
難
で
あ

ろ
う
。
ケ
ニ
の
時
期
も
確
定
し
難
蛎
↑

反
面
、
こ
の
資
料
は
地
方
な
ら
で
は
の
難
解
な
表
現
が
多
く
、
方
言
性
に

立
つ
感
じ
が
強
い
。
こ
の
点
で
、
以
上
の
模
様
は
ほ
ぼ
中
国
地
方
近
辺
の
近

世
前
・
中
期
あ
た
り
の
方
言
を
反
映
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
す
る
と
、

今
日
こ
の
地
方
は
ケ
ン
類
一
色
で
あ
る
が
、
近
世
初
・
中
期
以
前
に
は
二
・

ホ
ド
ニ
・
ケ
ニ
の
類
が
あ
り
、
カ
ラ
も
い
く
ら
か
理
由
の
表
現
に
近
い
例
が

あ
っ
た
様
子
が
想
定
で
き
る
。

９

播
州
の
講
義
録
『
だ
い
が
く
』
（
寛
政
二
年
汐
）
こ
の
資
料
に
つ
い

’

て
は
、
小
林
千
草
氏
の
整
塒
＃
す
で
に
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
概
観
し
て
み

つ
（
》
Ｏ

ま
ず
、
サ
カ
イ
類
が
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

○
た
だ
理
を
ま
だ
極
め
ぬ
こ
と
が
あ
る
さ
か
い
に
、
そ
の
知
っ
た
こ
と

に
尽
き
ぬ
こ
と
が
あ
る
は
。
（
的
頁
）

○
そ
れ
じ
ゃ
さ
か
い
に
、
君
子
は
我
が
家
を
教
へ
て
、
内
に
い
て
も
国

中
に
教
へ
を
な
す
。
（
”
頁
）

小
林
千
草
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
京
阪
の
も
の
は
ニ
ヨ
ッ
テ
系
が
サ

カ
イ
類
よ
り
多
い
が
、
当
資
料
の
サ
カ
イ
類
は
こ
の
比
率
を
か
な
り
凌
ぐ
と

い
う
。
そ
の
理
由
が
問
題
と
な
る
。

カ
ラ
は
格
助
詞
の
他
、
次
の
よ
う
に
接
続
助
詞
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

○
世
間
の
人
が
そ
の
親
し
み
可
愛
が
る
か
ら
か
た
よ
る
。
そ
の
し
や
し

め
に
組
む
か
ら
か
た
よ
る
。
そ
の
こ
は
が
り
う
や
ま
ふ
か
ら
か
た
よ

る
。
（
嘔
頁
）

た
だ
、
こ
の
カ
ラ
も
起
点
の
意
味
が
ま
だ
残
る
と
す
べ
き
か
。
ま
た
、
次
の

よ
う
に
起
点
が
疑
似
主
格
的
に
使
用
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
先
引
の
ロ

ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
に
示
さ
れ
た
カ
ラ
の
用
法
の
一
つ
と
似
て
い
る
。

○
上
か
ら
憎
む
も
の
を
用
ひ
、
下
と
な
し
つ
か
ふ
な
。
下
か
ら
憎
む
も

の
を
用
ひ
上
と
し
、
奉
公
す
る
な
。
…
…
（
冠
頁
）

ヨ
ッ
テ
類
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
サ
カ
イ
類
に
は
及
ば
な
い
。

○
～
と
い
ふ
て
あ
る
に
よ
っ
て
、
孔
子
と
い
ふ
聖
人
の
お
し
や
る
に

は
…
…
（
刷
頁
）

ノ
デ
も
あ
る
。

○
我
が
言
い
つ
け
る
こ
と
、
先
の
好
く
と
こ
ろ
に
ち
が
う
の
で
、
下
が

し
た
が
は
い
（
砲
頁
）

ホ
ド
ニ
は
時
間
的
な
用
法
の
み
で
、
理
由
の
意
味
の
も
の
は
な
い
。
〈
已

然
形
十
（
〉
も
す
で
に
理
由
の
言
い
方
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
サ
カ
イ
類
、
ヨ
ッ
テ
類
・
ノ
デ
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。問

題
は
、
こ
の
資
料
が
ど
の
程
度
播
州
の
方
言
を
反
映
す
る
の
か
と
い
う

八



こ
と
で
あ
る
。
各
地
の
講
義
録
の
言
語
は
、
方
言
の
反
映
も
あ
る
が
一
般
に

改
ま
っ
た
口
語
と
し
て
近
世
共
通
語
の
性
格
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
資

料
は
末
尾
に
「
（
女
童
の
た
め
に
）
し
づ
け
き
こ
と
の
は
を
も
っ
て
大
意
を

し
る
し
」
と
あ
る
も
の
の
、
近
世
中
・
後
期
の
播
州
方
言
そ
の
も
の
の
反
映

と
見
る
こ
と
は
今
は
ひ
か
え
て
お
き
た
い
。
ノ
デ
の
使
用
に
も
、
表
現
を
対

象
化
し
て
述
べ
る
反
省
的
な
姿
勢
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
京
阪
期

資
料
に
勝
っ
て
サ
カ
イ
類
の
多
用
さ
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
表
現
態
度
と
関
連

す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

（
４
）
四
国
地
方

坂
本
龍
馬
の
手
紙
四
国
の
方
言
文
献
は
極
め
て
少
な
い
。
い
ま
坂
本
龍

馬
の
手
紙
に
よ
っ
て
み
恥
』

今
日
に
通
じ
る
キ
ー
形
が
２
例
ほ
ど
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

○
龍
ハ
は
や
し
ぬ
る
や
ら
し
れ
ん
き
に
す
ぐ
に
と
り
つ
く
（
姉
へ
の
手

紙
、
（
割
り
注
的
箇
所
）
（
郡
頁
）

○
清
二
郎
一
人
で
さ
へ
此
頃
の
し
ゆ
っ
ぼ
ん
ハ
よ
ほ
ど
は
な
ぐ
す
な
れ

ど
も
、
男
で
あ
る
き
に
ま
あ
を
さ
ま
り
ハ
付
申
く
し
（
姉
ら
へ
の

手
紙
）
（
如
頁
）

こ
の
ほ
か
、
手
紙
文
で
は
ニ
ヨ
リ
・
ユ
エ
・
ア
イ
ダ
な
ど
も
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
文
章
語
的
で
も
あ
り
、
土
佐
の
生
活
方
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
の
よ
う
に
理
由
を
表
す
接
続
助
詞
カ
ラ
も
あ
る
。

○
近
日
私
し
が
国
に
お
へ
る
時
、
後
藤
庄
次
郎
へ
も
申
候
て
、
蒸
気
船

よ
り
長
崎
へ
御
つ
れ
申
候
。
兼
而
後
藤
も
老
母
と
一
子
と
が
あ
る
と

や
ら
二
て
、
是
も
長
崎
へ
つ
れ
だ
す
と
て
色
々
咄
合
仕
候
。
私
し
ハ

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

妻
一
人
二
て
留
守
の
時
に
実
二
こ
ま
り
候
か
ら
い
や
で
も
乙
様
お
近

日
私
し
直
々
に
蒸
気
船
よ
り
御
と
も
致
し
候
。
（
姉
へ
の
手
紙
）

（
邪
頁
）

Ｑ
Ｐ
〕
で
は
四
国
に
カ
ラ
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
近
世
期
に
も
こ
の
カ
ラ

を
土
佐
の
方
言
と
す
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用

例
に
格
助
詞
ヨ
リ
が
あ
り
、
他
に
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
今
日
の
共
通
語
で

「
蒸
気
船
で
お
供
す
る
」
と
手
段
の
デ
で
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

ヨ
リ
は
、
口
語
的
な
カ
ラ
で
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
文
章
語
の
ヨ
リ
に
変
え
て

表
現
し
て
い
る
も
の
か
と
思
う
（
こ
の
交
替
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』

で
も
指
摘
あ
り
）
。
す
る
と
こ
れ
も
、
格
助
詞
カ
ラ
が
今
日
の
共
通
語
よ
り

も
幅
の
広
い
用
法
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
５
）
九
州
地
方

佐
賀
滑
稽
本
『
滑
稽
酒
落
一
寸
見
た
夢
物
詩
」
多
用
さ
れ
る
理
由
の
言

い
方
は
ケ
ン
類
で
あ
り
、
ケ
ヘ
ニ
・
ケ
ン
が
出
て
い
る
。

○
（
町
方
老
人
）
是
も
久
し
く
何
事
も
な
か
ケ
ヘ
ニ
知
ら
ぬ
ハ
道
理
な

れ
ど
も
…
…
（
涯
頁
）

○
主
し
や
ア
多
良
岳
か
ら
ジ
ャ
ル
ケ
ヘ
ニ
、
れ
ん
こ
ん
ナ
ア
食
ふ
た
事

タ
ア
初
て
じ
や
ろ
ふ
と
…
…
（
麺
頁
）

○
ハ
ア
私
ハ
昨
日
か
ら
お
こ
い
チ
ウ
も
ん
振
ふ
て
お
る
け
ん
、
今
も
ふ

リ
イ
お
る
ケ
ヘ
ニ
お
助
け
ン
サ
ア
イ
テ
く
い
な
れ
ん
か
ん
（
皿

頁
）

な
お
、
理
由
の
意
味
に
使
わ
れ
る
〈
已
然
形
十
（
〉
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

地
の
説
明
に
わ
ず
か
に
出
て
い
て
、
文
語
的
な
表
現
と
思
わ
れ
る
。
ユ
エ
も

九



幾
ら
か
あ
り
、
会
話
に
も
現
れ
る
が
、
多
少
と
も
固
い
表
現
で
方
言
口
語
と

す
る
に
は
ど
う
か
。

ま
た
、
格
助
詞
カ
ラ
に
、
次
の
よ
う
な
今
日
と
少
し
違
う
例
も
あ
る
。

○
ア
ア
そ
ふ
物
言
ナ
。
佐
嘉
ン
マ
ツ
の
も
ん
ど
ん
か
ら
笑
は
る
る
テ
ヘ

（
郵
頁
）

こ
れ
は
、
今
日
で
は
「
～
に
笑
わ
れ
る
」
と
言
う
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
カ

ラ
が
理
由
の
接
続
助
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
な
い
。

薩
摩
漂
流
民
ゴ
ン
ザ
資
料
鹿
児
島
に
は
、
一
八
世
紀
前
半
の
薩
摩
方
言

を
反
映
す
る
と
見
ら
れ
る
ゴ
ン
ザ
関
連
の
資
料
が
あ
る
。
漂
流
し
て
ロ
シ
ア

に
滞
在
し
、
ロ
シ
ア
語
と
日
本
語
の
対
照
辞
書
な
ど
の
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
。

そ
こ
に
薩
摩
方
言
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
村
山
七
郎
編
著

『
漂
流
民
の
言
語
』
に
所
収
の
「
日
本
語
会
話
入
門
」
を
主
と
す
る
も
の
、

同
じ
く
村
山
他
編
著
『
日
本
版
新
ス
ラ
ヴ
日
本
語
辞
典
』
に
所
収
の
も
の

な
ど
が
あ
和
↑

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
直
訳
的
な
対
照
が
多
く
、
ま
た
接
続
助
詞
が
現
れ
る

複
文
相
当
の
文
脈
も
期
待
で
き
な
い
。
二
・
ヲ
そ
の
他
、
接
続
助
詞
に
転
化

す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
も
こ
こ
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
、
い
く
ら

か
情
報
は
得
ら
れ
る
。

格
助
詞
カ
ラ
は
、
今
日
の
共
通
語
と
違
う
用
法
が
か
な
り
出
て
く
る
。
「
日

本
語
会
話
入
門
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
い
だ
せ
る
。

○
ド
イ
オ
ヤ
サ
ユ
ル
フ
ァ
フ
ァ
カ
ラ
（
そ
れ
ら
【
子
ら
】
は
母
か

ら
養
育
さ
れ
る
）
（
頤
頁
）

○
カ
タ
キ
カ
ラ
ュ
ジ
ン
シ
ェ
ラ
ル
（
敵
を
防
ぐ
）
（
”
頁
）

理
由
を
表
す
接
続
助
詞
的
な
カ
ラ
も
あ
る
。

○
ツ
カ
イ
ェ
チ
カ
ラ
イ
ル
カ
ネ
ガ
（
こ
ま
っ
た
と
き
は
お
金
が
必

要
で
あ
る
）
（
皿
頁
）

○
コ
シ
ケ
チ
カ
ラ
シ
ャ
ク
イ
ス
ル
（
こ
ご
え
る
と
、
シ
ャ
シ
ク
リ
す

る
）
（
肥
頁
）

○
ソ
ゲ
ン
カ
キ
ゾ
コ
ノ
チ
カ
ラ
カ
キ
ナ
ヲ
ス
マ
タ
ゲ
イ
ル

カ
ク
（
も
し
書
き
損
じ
た
ら
、
書
き
直
す
か
又
は
縁
に
書
き
た
す
）

（
畑
頁
）

○
ネ
ヂ
ェ
ナ
シ
チ
ェ
カ
ラ
シ
ン
ド
ス
ル
（
寝
な
い
で
世
話
し
て
辛

苦
す
る
）
（
妬
頁
）

た
だ
、
用
例
に
よ
っ
て
は
ロ
シ
ア
語
の
直
訳
の
た
め
に
自
然
で
な
い
日
本

語
訳
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

デ
は
格
助
詞
と
し
て
、
場
所
・
道
具
・
手
段
な
ど
を
表
す
も
の
が
多
い
が
、

い
く
ら
か
理
由
の
表
現
に
近
い
か
と
思
わ
れ
る
例
も
あ
る
。

○
フ
ユ
ナ
フ
タ
ヨ
カ
コ
ト
ワ
ガ
マ
イ
ェ
ト
ヤ
ナ
ラ
ン
フ
ユ
ヂ

ェ
（
何
故
な
ら
怠
け
者
は
、
怠
け
の
た
め
、
よ
い
こ
と
を
自
分
に
受

け
取
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
）
（
岻
頁
）

（
彦
坂
注
、
ふ
ゆ
Ⅱ
不
精
、
ス
ラ
ブ
日
本
語
辞
典
）

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
体
言
の
直
後
に
つ
い
て
い
て
、
格
助
詞
の
領
域
か
ら

大
き
く
外
れ
る
も
の
は
ま
ず
な
い
。

『
日
本
版
新
ス
ラ
ヴ
日
本
語
辞
典
』
か
ら
も
、
あ
ま
り
情
報
が
得
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
カ
ラ
の
次
の
よ
う
な
例
は
、
や
は
り
今
日
と
違
っ
て
注
意

さ
れ
る
。

一
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○
ワ
ガ
マ
イ
ェ
カ
ラ
ア
ヅ
カ
ル
我
が
前
か
ら
預
か
る
（
索
引
部

祁
頁
）

○
ワ
ガ
マ
イ
ェ
カ
ラ
イ
ル
自
分
で
入
る
（
同
）

な
お
、
村
山
氏
は
次
の
例
に
ケ
ン
類
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
様
子
で
あ

る
が
、
確
実
な
例
と
す
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る
の
で
採
ら
な
い
。

○
郊
外
の
町
チ
ッ
ト
ケ
ン
キ
ョ
ち
つ
と
刷
刈
“
竃
（
麺
頁
）

以
上
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ン
ザ
の
も
の
は
、
強
い
方
言
調
が
あ
り
、
い
く
ら
か

カ
ラ
・
デ
に
注
意
す
べ
き
用
法
は
あ
る
が
、
今
日
の
Ｑ
と
に
直
結
す
る
状

況
は
ぼ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
両
資
料
と
も
辞
書
的
な
性
格

で
、
接
続
助
詞
が
使
用
さ
れ
る
環
境
に
必
要
な
複
文
構
造
の
例
が
乏
し
い
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

『
大
和
口
上
言
葉
詩
」
こ
れ
は
琉
球
で
の
薩
摩
弁
の
参
考
の
た
め
と
一
一
言

い
、
薩
摩
弁
を
基
調
と
す
る
資
料
と
の
こ
と
で
あ
る
。
難
解
で
理
解
の
行
き

届
か
な
い
点
も
あ
る
が
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

最
も
多
い
の
は
デ
で
あ
る
。

○
上
様
の
御
仁
政
の
妨
に
も
な
る
事
ぢ
や
ヅ
で
、
是
は
被
下
切
に
被
仰

付
申
て
…
…
（
加
頁
）

○
そ
の
を
な
ご
が
い
ふ
に
は
、
其
不
洗
（
フ
コ
サ
Ⅱ
樅
紗
）
包
は
肝
要

な
も
ん
が
入
ち
よ
れ
も
う
す
で
、
ど
ふ
か
内
は
御
見
や
つ
ち
給
（
タ

マ
ン
）
て
な
ど
…
…
（
狸
頁
）

ヨ
ッ
テ
類
も
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
口
上
の
性
格
か
ら
、
や
や
固
い
表
現

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

カ
ラ
は
格
助
詞
の
用
法
は
今
日
に
外
れ
る
例
は
ま
ず
な
い
。
２
例
ほ
ど
見

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

ら
れ
る
接
続
助
詞
は
、
薩
摩
か
大
和
の
奉
行
と
沖
縄
の
殿
と
の
対
話
の
中
に

の
み
現
れ
て
、
か
な
り
改
ま
っ
た
物
言
い
と
思
わ
れ
る
。

○
気
候
の
悪
い
所
で
取
訳
那
覇
は
（
？
）
而
不
順
な
所
で
御
座
り
申
す

か
ら
是
が
御
難
儀
で
御
座
り
申
そ
ふ
。
殊
に
暑
気
は
大
和
よ
り
倍
強

ヨ
イ
様
子
で
御
座
り
申
す
か
ら
、
是
に
は
よ
っ
ぽ
ど
御
込
り
の
筈
で

御
座
り
申
す
。
（
沖
縄
の
殿
か
ら
奉
行
へ
）
（
獅
頁
）

以
上
、
理
由
の
接
続
助
詞
に
は
デ
が
多
用
さ
れ
、
ニ
ヨ
ッ
テ
・
ヨ
ッ
テ
も

あ
り
、
カ
ラ
が
混
じ
る
。
恐
ら
く
デ
が
薩
摩
で
多
用
さ
れ
る
も
の
、
ヨ
ッ
テ

類
は
か
し
こ
ま
り
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ラ
は
薩
摩
の
方
言
の
可
能
性

は
低
く
、
し
か
し
対
外
的
な
場
面
で
は
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
か
。

近
世
期
の
ま
と
め

以
上
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
理
由
の
言
い
方
に
つ
い
て
、
近
世
を
主
と

す
る
地
方
的
な
文
献
に
よ
っ
て
西
日
本
の
模
様
を
見
た
。
概
要
と
し
て
は
図

２
の
様
に
な
る
。
近
世
期
に
は
す
で
に
今
日
的
な
様
相
の
ほ
と
ん
ど
が
準
備

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

美
濃
・
伊
勢
で
は
今
日
と
同
じ
デ
が
あ
り
、
中
国
・
四
国
・
九
州
の
今
日

の
ケ
ン
類
も
散
見
さ
れ
る
資
料
に
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
現
れ
て
く
る
。
鹿
児
島

の
デ
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
カ
ラ
は
各
地
で
今
日
と
ち
が
う
格
助
詞
の
用
法
が
あ
り
、
ま
た

理
由
の
接
続
助
詞
に
近
い
例
も
見
ら
れ
た
。
ホ
ド
ニ
は
現
在
北
奥
羽
地
方
に

狭
ま
っ
て
い
る
が
、
近
世
で
は
中
国
地
方
に
見
ら
れ
、
近
畿
か
ら
東
西
へ
伝

播
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
二
は
伊
勢
の
資
料
に
よ
れ
ば
今
日
よ
り
近
畿
寄

り
に
も
あ
り
、
「
田
植
歌
」
資
料
か
ら
は
中
国
地
方
の
例
が
知
ら
れ
、
ロ
ド

一
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リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
の
例
を
参
考
に
す
る
と
、
本
州
中
央
部
か
ら
周
辺

に
か
け
て
の
広
い
分
布
が
想
定
で
き
る
。

一
フ

・
刀

ｊ章司

図
１
（
の
ど
）
と
近
世
資
料
の
模
様
を
点
綴
し
た
図
２
の
様
相
と
は
密
度

「だいがく」

(サカイ・ニヨッテ・ノデ）方言性？

三
、
分
布
と
方
言
文
献
と
の
対
比
に
よ
る
総
合

「

〃

｢大和口上l

デ（カラ）

図2近世期方言文献から

・
正
確
さ
と
も
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
両
者
を
対
比
さ
せ
、
ま
た
国
語
史
の

知
見
も
参
考
に
し
て
、
西
部
日
本
に
お
け
る
理
由
の
表
現
の
歴
史
を
推
定
し

て
み
よ
う
。

デ
・
こ
ま
ず
、
考
察
範
囲
の
東
部
、
美
濃
・
伊
勢
地
方
で
は
、
近
世
期

か
ら
デ
が
広
く
分
布
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
近
世
の
伊
勢
の
二
が
注
意
さ
れ
、

か
っ
て
は
こ
の
地
域
以
東
に
二
が
あ
っ
た
、
そ
の
後
デ
が
勢
力
を
得
て
二
を

駆
逐
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
地
方
に
は
近
畿
の
ホ
ド
・
ヨ
ッ
テ
類
は
ま
ず
な
く
、
伝
播
し
な

か
っ
た
か
、
し
て
も
す
ぐ
に
駆
逐
さ
れ
た
か
し
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
詑
ひ

と
ま
ず
逢
坂
・
鈴
鹿
・
不
破
の
関
に
代
表
さ
れ
る
東
部
地
域
へ
の
自
然
障
壁

の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
二
・
デ
は
時
期
と
し
て
は
共
に
国
語
史

で
の
ホ
ド
・
ヨ
ッ
テ
類
に
先
立
つ
時
期
に
東
部
に
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
、
中
古
か
ら
中
世
初
期
の
伝
播
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
ニ
テ
が

デ
と
な
る
の
は
も
う
少
し
時
代
が
下
る
点
、
近
畿
中
央
の
デ
が
伝
播
し
た
と

見
る
よ
り
、
ニ
テ
Ｖ
デ
が
各
地
で
お
こ
っ
た
と
考
え
る
方
が
よ
い
か
。

ケ
ン
類
近
畿
中
央
の
歴
史
は
先
に
述
べ
た
の
で
省
略
し
て
、
問
題
は
や

は
り
中
国
・
四
国
以
西
の
ケ
ン
類
の
由
来
で
あ
る
。

前
稿
で
は
、
ケ
ン
類
を
カ
ラ
・
カ
ラ
ー
と
す
る
の
は
、
Ｑ
と
で
ケ
ン
類

と
カ
ラ
が
隣
接
す
る
点
で
不
審
と
し
、
む
し
ろ
サ
カ
イ
類
と
ケ
ニ
（
故
二
）

類
の
変
化
の
可
能
性
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
状
況
的
に
は
サ
カ
イ
類
が
強
く

支
持
さ
れ
る
も
の
の
、
サ
カ
イ
ニ
Ｖ
ケ
ニ
の
変
化
の
説
明
が
難
し
い
こ
と
（
東

日
本
は
ハ
ケ
・
サ
ケ
な
ど
サ
カ
イ
の
語
頭
を
保
存
す
る
傾
向
が
強
い
）
、
「
田

植
歌
」
の
ケ
ニ
を
中
世
期
の
も
の
と
見
て
、
一
方
で
国
語
史
で
の
サ
カ
イ
類

一
一
一



は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
隆
盛
す
る
と
見
た
た
め
、
成
立
時
期
が
そ
ぐ
わ
な
い

こ
と
な
ど
の
難
点
を
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ケ
ニ
も
文
献
で
の
勢
力
の
ほ
ど
は
分
か
ら
ず
、
ま
た
〈
形

式
体
言
ケ
（
故
）
＋
二
〉
が
果
た
し
て
ど
う
今
日
の
広
く
強
い
勢
力
を
獲
得

で
き
た
か
の
説
明
も
難
し
い
点
が
あ
り
、
一
つ
の
候
補
に
と
ど
ま
る
と
し
廊
缶

本
稿
で
も
結
論
は
出
な
い
が
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
の
サ
カ
イ

類
を
み
る
と
、
小
林
千
草
氏
に
よ
る
文
献
調
査
デ
ー
タ
で
の
出
方
と
や
や
違

い
、
実
状
は
中
世
末
期
に
も
接
続
法
の
サ
カ
イ
類
が
あ
る
程
度
は
存
在
し
た

こ
と
が
推
測
で
き
る
こ
と
、
サ
カ
イ
類
は
今
日
近
畿
か
ら
東
部
日
本
の
日
本

海
側
に
広
く
分
布
し
て
、
そ
の
新
し
い
勢
力
の
ぼ
ど
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
状
況
的
に
は
中
国
・
四
国
以
西
に
伝
播
し
な
か
っ
た
こ
と
は
考
え

に
く
い
こ
と
、
一
方
の
ケ
ニ
が
す
み
や
か
に
広
域
に
展
開
す
る
理
由
の
説
明

が
付
け
が
た
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
サ
カ
イ
ニ
Ｖ
・
…
．
．
（
サ
カ
イ
ニ
Ｖ
ハ
ケ

ニ
Ｖ
ハ
消
滅
等
の
経
緯
）
…
…
Ｖ
ケ
ニ
の
過
程
を
経
て
ケ
ン
類
と
な
っ
た
と

想
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
す
る
間
接
的
論
拠
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
も
参
考
に
な
る

か
。

鹿
児
島
に
は
古
く
サ
ケ
ン
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
、
こ
れ
も
サ
カ
イ

（
二
）
か
ら
の
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
、
ケ
ン
は
『
日
本
方
言
大
辞
典
』

に
よ
れ
ば
、
福
井
・
富
山
・
奈
良
県
吉
野
な
ど
に
も
散
見
さ
れ
て
、
サ
カ
イ

類
と
重
複
す
る
地
域
に
あ
る
（
恐
ら
く
ケ
レ
ド
モ
に
由
来
す
る
、
逆
接
の
ケ

ン
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
）
。

こ
う
し
て
仮
に
ケ
ン
類
を
サ
カ
イ
ニ
出
自
と
す
れ
ば
、
近
畿
の
新
し
い
形

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

式
で
あ
る
サ
カ
イ
類
が
東
西
に
き
れ
い
な
周
圏
的
分
布
を
描
く
こ
と
に
な

り
、
分
布
様
態
が
自
然
な
形
に
収
ま
る
。

さ
て
、
Ｑ
と
で
ケ
ン
類
を
詳
し
く
見
る
と
、
中
国
山
間
部
に
広
く
ケ
ー
、

島
根
県
・
九
州
西
部
一
帯
・
四
国
の
西
部
と
東
端
部
な
ど
に
ケ
ン
と
い
っ
た

分
布
で
あ
る
。
こ
れ
ら
相
互
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
末
尾
形
に
注
目
す
れ
ば
、
ケ
ン
に
囲
ま
れ
て
ケ
ー
が
あ
り
、
中
央

の
ケ
ー
は
ケ
ン
の
地
域
か
ら
新
た
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ケ
ニ
は
四
国

東
部
一
帯
に
や
や
広
く
あ
り
、
岡
山
県
瀬
戸
内
に
も
孤
例
が
見
え
る
。
こ
れ

ら
は
か
つ
て
ひ
と
続
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
、
こ
れ
に
囲
ま
れ
る

よ
う
な
ケ
ン
は
こ
こ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ケ
ニ
Ｖ
ケ
ン

Ｖ
ケ
ー
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
変
化
の
自
然
さ
の
点
で
も
支
持
さ

れ
よ
う
（
逆
の
ケ
ー
Ｖ
ケ
ン
Ｖ
ケ
ニ
は
起
こ
り
に
く
い
）
。

次
に
語
頭
形
式
に
注
目
す
れ
ば
、
キ
ー
形
が
四
国
東
部
と
九
州
東
部
に
あ

り
、
他
は
広
く
ケ
ー
で
あ
る
。
こ
の
四
国
と
九
州
の
キ
ー
が
か
つ
て
連
続
し

て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
無
理
と
思
わ
れ
、
ケ
ー
Ｖ
キ
ー
の
変
化
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
何
ら
か
の
理
由
で
個
別
に
起
こ
っ
た
と
見
る
。
ケ
ニ
Ｖ
ケ
ン
Ｖ

ケ
ー
の
流
れ
に
、
語
頭
の
個
別
変
化
が
こ
の
地
方
で
個
別
に
起
こ
っ
た
と
推

測
す
る
の
で
あ
る
。

ホ
ド
｜
｜
・
カ
ラ
「
田
植
歌
」
で
は
二
・
ホ
ド
ニ
・
カ
ラ
も
見
ら
れ
た
。

二
は
ホ
ド
ニ
に
先
行
す
る
は
ず
で
あ
る
。
二
は
確
実
に
見
ら
れ
る
地
域
だ
け

で
も
か
つ
て
近
畿
の
両
翼
の
広
い
地
域
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

て
く
る
。
中
国
地
方
で
は
、
今
日
の
ケ
ン
類
が
隆
盛
す
る
以
前
に
、
こ
れ
ら

の
形
式
が
あ
り
、
そ
れ
が
ケ
ン
類
（
サ
カ
イ
類
か
）
に
淘
汰
さ
れ
た
と
見
る
。

一
一
一
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同
じ
事
は
、
近
畿
に
近
い
四
国
に
も
想
定
さ
れ
、
九
州
北
部
で
も
そ
う
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

二
な
ど
時
期
の
早
い
形
式
の
さ
ら
に
以
前
は
、
〈
已
然
形
十
（
〉
が
日
本

の
東
西
に
あ
っ
た
ろ
う
。

九
州
南
東
部
に
あ
る
カ
ラ
も
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
ケ
ン
類
を
サ
カ
イ

類
起
源
と
見
れ
ば
、
ケ
ン
類
よ
り
明
ら
か
に
先
立
つ
も
の
に
違
い
な
い
。

さ
て
、
近
世
文
献
で
は
各
地
に
格
助
詞
カ
ラ
の
う
ち
理
由
を
表
す
に
近
い

用
法
が
見
ら
れ
た
。
京
都
方
言
を
主
と
す
る
国
語
史
で
は
、
カ
ラ
の
理
由
の

用
法
は
文
脈
状
況
と
し
て
は
あ
る
も
の
の
、
理
由
の
接
続
助
詞
と
し
て
発
展

す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
近
世
後
半
期
ま
で
は
稀
で
あ
っ
た
模
様
で
あ
緬
↑

こ
れ
は
中
世
初
・
中
期
に
隆
盛
し
た
他
の
諸
形
式
に
伸
張
を
さ
ま
た
げ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
九
州
東
部
の
カ
ラ
は
、
格
助
詞
か
ら
文
脈
的
に
派
生
し

た
理
由
表
現
が
次
第
に
形
を
整
え
強
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
は
ど
う
か
。

カ
ラ
の
理
由
表
現
化
は
ど
の
地
域
に
も
伏
在
し
、
ま
た
い
く
ら
か
は
発
現
し

た
が
、
ケ
ン
類
（
サ
カ
イ
類
）
の
及
び
に
く
か
っ
た
九
州
東
南
部
で
こ
れ
が

よ
く
発
達
す
る
状
況
が
あ
っ
た
と
考
え
て
み
る
。
山
口
県
や
中
国
・
四
国
に

散
在
す
る
カ
ラ
も
内
的
可
能
性
と
し
て
の
理
由
表
現
が
現
わ
れ
た
も
の
と
見

ら
れ
よ
う
か
（
た
だ
、
近
畿
に
近
い
地
域
で
は
い
く
ら
か
共
通
語
の
回
答
も

混
じ
る
か
）
。

デ
鹿
児
島
地
方
の
デ
は
ど
う
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
デ
は
近
畿
外
辺
地
域

に
あ
る
が
、
九
州
南
部
と
は
い
か
に
も
離
れ
て
い
て
、
同
根
と
は
考
え
に
く

い
。

デ
が
ニ
テ
か
ら
生
じ
た
こ
と
は
動
か
な
い
。
先
に
、
こ
の
成
立
過
程
は
各

地
域
に
同
時
に
起
こ
り
う
る
こ
と
に
触
れ
た
。
鹿
児
島
近
辺
で
も
、
あ
る
い

は
か
っ
て
二
が
先
行
し
て
存
在
し
、
こ
れ
に
確
認
の
気
持
ち
を
強
め
る
テ
を

付
加
し
、
や
が
て
デ
が
生
じ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
近
畿
の
も
の
と
同
じ

時
期
・
同
じ
根
の
も
の
で
は
な
い
が
、
成
立
の
過
程
は
同
じ
と
考
え
る
。
古

く
見
え
た
サ
カ
イ
類
と
見
ら
れ
る
サ
ケ
ン
は
何
ら
か
の
理
由
で
こ
の
デ
に
駆

逐
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
鹿
児
島
も
九
州
東
部
の
よ
う
に
カ
ラ
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

こ
の
解
答
は
難
し
い
が
、
考
え
つ
く
の
は
、
格
助
詞
の
カ
ラ
の
〈
起
点
〉
以

外
の
多
様
な
用
法
が
ほ
ぼ
九
州
東
部
の
理
由
の
カ
ラ
と
相
補
分
布
を
な
す
点

で
あ
鞄
つ
ま
り
鹿
児
島
に
も
格
助
詞
カ
ラ
の
多
様
な
用
法
が
存
在
す
る
。

鹿
児
島
も
理
由
の
カ
ラ
と
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
格
助
詞
の
カ
ラ
と
混
乱
を
起

こ
す
恐
れ
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
避
け
る
方
策
と
し
て
、
理
由

の
カ
ラ
で
な
く
、
既
に
存
在
し
た
二
＋
テ
Ｖ
デ
に
よ
っ
た
と
一
応
考
え
て
お

き
た
い
。
鹿
児
島
・
宮
崎
地
方
に
は
サ
カ
イ
類
は
あ
ま
り
強
く
及
ば
ず
、
こ

の
よ
う
な
独
自
形
の
成
立
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

今
回
は
地
方
的
な
方
言
文
献
調
査
を
中
心
と
し
た
た
め
、
膨
大
な
方
言
調

査
デ
ー
タ
や
各
地
方
言
の
研
究
書
を
考
察
に
織
り
込
め
な
か
っ
た
。
次
の
機

会
と
し
た
い
。

注
（
１
）
拙
稿
「
原
因
・
理
由
を
表
す
助
詞
の
分
布
と
歴
史
（
ノ
ー
ト
）
ｌ
『
方

一
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言
文
法
全
国
地
図
』
の
解
釈
ｌ
」
（
『
日
本
語
の
歴
史
・
地
理
構
造
』
明
治

書
院
、
一
九
九
八
年
所
収
・
）

（
２
）
東
北
地
方
の
模
様
と
そ
の
歴
史
は
、
小
林
好
日
『
方
言
語
彙
学
的
研
究
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
五
○
年
）
参
照
。
ま
た
大
石
初
太
郎
・
上
村
幸
雄
編

『
方
言
と
標
準
語
』
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
○
年
一
月
）
所
収
の
北
条
忠

雄
氏
執
筆
の
も
の
、
『
講
座
方
言
学
』
の
東
北
地
方
の
巻
な
ど
に
考
察
・

解
説
が
あ
る
。

（
３
）
カ
ラ
・
カ
ラ
ー
出
自
説
に
は
北
条
忠
雄
「
東
北
方
言
に
お
け
る
理
由
表

現
の
歴
史
」
（
日
本
方
言
研
究
会
、
第
一
七
回
発
表
原
稿
、
一
九
七
三
年

一
○
月
）
・
佐
藤
亮
一
「
標
準
語
・
共
通
語
の
地
理
的
背
景
」
（
「
日
本
語

学
」
一
九
九
二
年
五
月
臨
時
増
刊
号
）
な
ど
が
あ
り
、
慎
重
に
サ
カ
イ
類

の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
に
小
林
賢
次
「
原
因
・
理
由
を
表
す
接
続
助

詞
」
（
「
日
本
語
学
」
一
九
九
二
年
五
月
臨
時
増
刊
号
）
の
ち
『
日
本
語
条

件
表
現
史
の
研
究
』
（
ひ
つ
じ
書
房
、
一
九
九
六
年
二
月
）
所
収
、
ケ
ニ

（
故
二
）
を
示
唆
す
る
も
の
に
平
山
輝
男
編
『
広
島
県
の
方
言
』
（
明
治

書
院
、
神
鳥
武
彦
氏
執
筆
と
思
わ
れ
る
）
が
あ
り
、
ま
た
注
（
１
）
拙
稿

も
候
補
の
一
つ
と
し
た
。
小
林
氏
の
論
に
は
柳
田
国
男
な
ど
の
説
も
紹
介

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
４
）
山
口
堯
二
『
日
本
語
接
続
法
史
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
三

月
）
、
小
林
千
草
「
中
世
口
語
に
お
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
条
件
句
」

（
国
語
学
列
、
一
九
七
三
年
九
月
）
、
同
「
近
世
上
方
語
に
お
け
る
サ
カ

イ
と
そ
の
周
辺
」
（
『
近
代
語
研
究
』
５
所
収
、
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
五
二

年
三
月
）
、
小
林
賢
次
『
日
本
語
条
件
表
現
史
の
研
究
』
（
ひ
つ
じ
書
房
）

西
部
日
本
に
お
け
る
原
因
・
理
由
表
現
の
分
布
と
歴
史

第
一
五
章
。
ま
た
、
金
田
弘
『
洞
門
抄
物
と
国
語
研
究
』
（
桜
楓
社
、
昭

和
五
一
年
二
月
）
第
九
章
も
参
考
に
な
る
。

（
５
）
注
（
４
）
の
小
林
千
草
氏
の
も
の
。

（
６
）
鈴
木
勝
忠
編
『
未
刊
雑
俳
資
料
』
（
第
一
期
～
第
四
六
期
、
一
九
六
一

～
一
九
六
八
年
、
油
印
私
家
版
）
。
資
料
年
次
も
鈴
木
氏
の
解
説
に
よ
っ

た
。
用
例
の
出
所
は
汐
．
、
．
“
と
あ
れ
ば
、
”
期
皿
の
“
丁
の
意
味
で

あ
る
。
拙
稿
「
近
代
伊
勢
方
言
史
小
考
」
（
文
学
語
学
岬
一
九
八
三
年

一
○
月
）
で
も
こ
れ
を
資
料
の
一
部
と
し
理
由
表
現
に
も
ふ
れ
た
。

（
７
）
『
日
本
庶
民
文
化
資
料
集
成
』
第
四
巻
（
三
一
書
房
）
所
収
の
本
文
に

よ
る
。
た
だ
、
「
能
郷
猿
楽
狂
言
詞
章
」
の
書
留
の
時
期
は
相
当
下
る
こ

と
に
問
題
も
あ
る
。

（
８
）
友
久
武
文
編
『
稿
本
田
植
草
紙
』
（
渓
水
社
、
平
成
二
年
三
月
）
。

（
９
）
山
内
洋
一
郎
『
中
世
語
論
考
』
（
清
文
堂
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。

（
、
）
注
（
１
）
拙
槁
で
は
、
こ
の
ケ
ニ
を
中
世
期
の
反
映
と
希
望
的
に
み
て
、

国
語
史
で
の
使
用
が
こ
れ
よ
り
遅
れ
る
ら
し
い
サ
カ
イ
類
が
ケ
ニ
の
元
と

な
っ
た
と
す
る
考
え
に
疑
義
を
も
っ
た
が
、
田
植
歌
の
伝
承
性
と
書
写
時

期
を
考
え
る
と
、
ケ
ニ
を
中
世
期
と
す
る
に
は
も
う
少
し
例
が
必
要
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
Ⅱ
）
泉
井
久
之
助
「
寛
政
刊
本
だ
い
が
く
」
（
「
方
言
」
春
陽
堂
、
第
三
巻
第

九
号
所
収
）
の
翻
刻
に
よ
る
。
小
林
氏
の
も
の
は
注
（
４
）
の
「
近
世
上

方
語
に
お
け
る
サ
カ
イ
と
そ
の
周
辺
」
。

（
、
）
『
坂
本
龍
馬
関
係
文
書
こ
（
日
本
史
籍
協
会
叢
書
岬
東
大
出
版
会
）

の
本
文
に
よ
る
。

一

五



（
Ｂ
）
佐
賀
滑
稽
本
『
滑
稽
酒
落
一
寸
見
た
夢
物
語
』
（
慶
応
三
年
序
文
）
は
、

吉
町
義
雄
『
九
州
の
コ
ト
ハ
』
（
双
文
社
出
版
、
昭
和
五
一
年
一
二
月
）

所
収
の
も
の
に
よ
る
。
こ
の
資
料
は
篠
崎
久
躬
『
長
崎
方
言
の
歴
史
的
研

究
』
（
長
崎
文
献
社
、
一
九
九
七
年
五
月
）
に
も
研
究
が
あ
る
。
佐
賀
人

に
よ
る
い
わ
ゆ
る
郷
土
本
で
、
方
言
調
で
書
か
れ
た
滑
稽
本
で
あ
る
。

（
脚
）
村
山
七
郎
編
著
『
漂
流
民
の
言
語
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）

所
収
「
日
本
語
会
話
入
門
」
、
及
び
同
他
編
著
『
日
本
版
新
ス
ラ
ヴ
日

本
語
辞
典
』
（
ナ
ウ
カ
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。
引
例
は
ロ
シ
ア
語
単

語
お
よ
び
村
山
氏
に
よ
る
母
音
の
無
声
化
記
号
な
ど
を
省
略
し
て
あ
る
。

（
巧
）
村
山
氏
の
注
で
は
、
「
ち
つ
と
け
ん
京
」
の
ケ
ン
を
本
稿
の
ケ
ン
類
と

解
す
る
記
述
が
あ
る
。

（
胴
）
注
（
Ｂ
）
吉
町
氏
の
著
書
に
所
収
の
翻
刻
本
文
に
よ
る
。
解
説
も
こ
れ

を
参
照
し
た
。

（
Ⅳ
）
サ
カ
イ
類
は
関
東
に
も
伝
播
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
亀
井

孝
「
理
由
を
表
は
す
接
続
助
詞
『
さ
か
い
に
』
」
（
「
方
言
」
第
六
巻
第
九

号
所
収
）
参
照
。
ま
た
、
注
（
４
）
金
田
弘
著
で
は
、
東
国
で
の
曹
洞
宗

の
活
動
と
の
関
連
に
言
及
し
、
近
畿
に
劣
ら
な
い
サ
カ
イ
類
の
拡
散
伝
播

の
模
様
を
述
べ
て
い
る
。

（
肥
）
亀
井
孝
氏
は
注
（
Ⅳ
）
に
示
し
た
論
文
で
、
「
広
く
西
日
本
に
亙
っ
て

は
『
け
れ
』
の
系
統
を
引
く
と
思
は
れ
る
諸
形
が
勢
力
を
有
し
」
と
す
る

が
、
こ
れ
が
何
か
は
述
べ
て
い
な
い
。
注
（
４
）
平
山
輝
男
編
『
広
島
県

の
方
言
』
で
も
ケ
ニ
（
故
二
）
説
を
取
る
が
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。

付
記
用
例
の
引
用
は
論
証
に
妨
げ
の
な
い
箇
所
の
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ

が
あ
る
・
頁
は
、
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
の
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
図
１
は
「
日

本
語
学
」
（
一
九
九
二
年
五
月
臨
時
増
刊
号
）
所
収
の
佐
藤
亮
一
氏
の
論
文

中
の
も
の
を
承
諾
を
得
て
利
用
し
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。
本
稿
は
文
部
省

科
学
研
究
費
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ひ
こ
さ
か
・
よ
し
の
ぶ
本
学
教
授
）

（
⑲
）
上
村
孝
二
『
九
州
方
言
・
南
島
方
言
の
研
究
』
（
秋
山
書
店
、
一
九
九

八
年
三
月
）
第
３
章
の
「
サ
ケ
ン
稿
」
に
サ
ケ
ン
を
「
さ
か
い
」
の
薩
摩

靴
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
逆
接
も
あ
り
。

（
加
）
注
（
４
）
の
山
口
堯
二
著
、
第
二
章
参
照
。
こ
の
章
で
は
ま
た
カ
ラ

に
逆
接
的
用
法
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
地
方
文
献
で
は

逆
接
に
解
さ
れ
る
例
は
ま
ず
な
い
。

（
別
）
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
（
改
訂
版
、
風
間
書
房
、
平
成
三
年
三

月
）
所
収
の
文
法
地
図
⑬
「
経
由
・
手
段
」
と
別
「
順
接
か
ら
」
と
の
図

に
よ
る
。
類
例
の
全
国
的
な
模
様
は
、
Ｑ
ど
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
福
嶋
秩

子
「
新
潟
方
言
の
格
助
詞
『
カ
ラ
』
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
本
語
学
」

（
一
九
九
二
年
五
月
臨
時
増
刊
号
）
所
収
）
に
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば

九
州
で
は
手
段
の
カ
ラ
と
理
由
の
カ
ラ
と
の
相
補
分
布
は
南
部
に
顕
著
で

あ
る
。
た
だ
し
、
宮
崎
県
南
端
で
は
両
方
の
カ
ラ
が
や
や
あ
る
模
様
。 一

一
ハ


